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本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Atmel社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[はじめ
に]での内容にご注意ください。

応用記述

Atmel ATmega64HVE2評価ｷｯﾄの開始に際して

Atmel ATmega64HVE2-EK1
要点

概要

Atmel ATmega64HVE2は高い精度の電圧と電流の測定用の正確なｱﾅﾛｸﾞ前処理部と統合さ
れた温度感知器だけでなく、LINﾊﾞｽ接続性も特徴とする8ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗです。これら
の機能でﾃﾞﾊﾞｲｽは始動用電池の電圧、電流の流れ、温度の監視を持つ知性のある蓄電池感
知器(IBS:Intelligent Battery Sensor)応用に対して完璧に合います。

Atmel評価ｷｯﾄのATmega64HVE2-EK1は100µΩの電流分流器とLINﾊﾞｽ ｺﾈｸﾀを持つIBS単位
部、基板端で試験目的に利用可能ないくつかのﾎﾟｰﾄと信号を持つIBS応用のための参照基準
基板、それとLIN主装置単位部から成ります。LIN主装置単位部はLIN従装置節点として構成
設定されるIBS単位部の制御と読み出しをします。LIN主装置単位部はIBS単位部の制御を許
すだけでなく、画像形式で測定値も表示するPCに基づくGUIとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするためのUSBｺﾈｸ
ﾀが特徴です。

● 知性のある蓄電池感知器(IBS:Intelligent Battery Sensor)応用でのAtmel ATmega64HVE2 8
ﾋﾞｯﾄAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの機能を実演

● 電圧、電流、温度測定値の簡単な制御と読み出し用のPCに基づく画像使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
(GUI:Graphical User Interface)

● Atmel ATmega64HVE2用参照基準設計とLINﾊﾞｽ経由で測定値の読み出し用の簡単なｿﾌﾄ
ｳｪｱを含みます。
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1. ｷｯﾄ内容
ｷｯﾄが以下の構成部品を(各々1つ)含むことを調べてください。

● (制御単位部とLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板から成る)LIN主装置単位部

● IBS単位部

● 参照基準設計

● USBｹｰﾌﾞﾙ

● LIN主装置単位部(DC 12V)用電源ｹｰﾌﾞﾙ

● IBS単位部、LIN主装置単位部、IBS単位部へのVs電源間の相互接続用LINﾊﾞｽ ｹｰﾌﾞﾙ

● PC GUIｿﾌﾄｳｪｱ、IBS単位部と参照設計用見本IBSｿﾌﾄｳｪｱがAtmel®ｳｪﾌﾞｻｲﾄで入手可能です(全基板は書き込み済み)。

図1-1. LIN主装置単位部

制御単位部 LINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板

LIN主装置単位部

図1-2. IBS単位部 図1-3. 参照基準設計
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図1-4. USBｹｰﾌﾞﾙ 図1-5. LIN主装置単位部(DC 12V)電源ｹｰﾌﾞﾙ 図1-6. LINﾊﾞｽ ｹｰﾌﾞﾙ

2. ｷｯﾄ準備
ｷｯﾄを動かす準備をするため、最初にPCにGUIｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

図2-1. Atmel ATmega64HVE2-EK1評価ｷｯﾄの構成部品

LIN主装置単位部

IBS単位部 LINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 制御単位部 PC
外部温度
内部温度

電圧 電流

LIN
LIN従装置 LIN主装置

(2線ﾊﾞｽ)

USB
USB GUI

図2-2. Atmel ATmega64HVE2-EK1評価ｷｯﾄ準備

GUIを持つ
ﾉｰﾄPC 制御部

制御部用
12V電源 紫ｹｰﾌﾞﾙ:IBS 12V供給

黒ｹｰﾌﾞﾙ:LIN接続

LIN主装置部

IBS単位部

USB制御部
⇒ﾉｰﾄPC 蓄電池GND 車体GND

LIN主装置単位部は基板上の2線ﾊﾞｽ ｺﾈｸﾀ(Saddle-Con)経由で互いに接続されたLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板(図2-1.での明るい赤)と制御
単位部(明るい緑)から成ります。

電源ｹｰﾌﾞﾙをLIN主装置単位部上の電源ﾌﾟﾗｸﾞに接続してください。12V最小100mAを供給してください。

IBS単位部(図2-3.)をLINﾊﾞｽ ｹｰﾌﾞﾙ(黒色)経由でLIN
主装置単位部に接続し、LIN主装置単位部をUSBｹｰ
ﾌﾞﾙ経由でPCに接続してください。

IBS単位部は電源ｹｰﾌﾞﾙ(紫色)経由で蓄電池電圧を供
給されることが必要です。この電圧は普通、蓄電池の
正極です。この電圧水準はIBS単位部によって測定さ
れます。供給電圧をLIN制御単位部のX6ｺﾈｸﾀから取
ることができます。

図2-3. IBS単位部接続

黒:LIN

紫:12V
蓄電池GND

車体GND
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2.1. 電源ON手順

全ての基板の正しい初期化を保証するため、以下の電源ON手順が推奨されます。

 1. LIN主装置Atmel ATA6617とUSBﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを含むLIN主装置単位部

 2. Atmel ATmega64HVE2を含むLIN従装置単位部

2.2. 接地接続

‘基板GND’穴はIBS単位部基板接地です。図2-4.をご覧ください。

‘蓄電池GND’穴は蓄電池の接地極を表します。既定として、IBS単位部はR11経由で蓄電
池の接地に接続されます。基板を別々に接地することが可能です。接地接続はR11の代わ
りに‘基板GND’穴に直接行うことができます。

図2-4. IBS単位部 - 左下隅

R11:基板GNDを
蓄電池GNDに接続

基板GND

蓄電池GND

2.3. 電流測定

電流分流器の2つの取り付け金具は図2-3.です。左の取り付け金具は蓄電池の-極に接続され、右の取り付け金具は車体の接地に
接続されるべきです。

2.4. 校正

最大測定精度を達成するためにAtmel ATmega64HVE2ｿﾌﾄｳｪｱを校正することが必要です。含まれる応用ｿﾌﾄｳｪｱは既に分離した
校正値EEPROMﾌｧｲﾙを持つ校正関数を含みます。

校正値が分流器を含む系全体に依存するため、製造の流れの最後で校正処理を実行することが推奨されます。

評価ｷｯﾄ内のAtmel ATmega64HVE2が校正されていないことに注意してください。校正処理に関する更なる情報については専用の
応用記述を参照してください。

2.5. 参照基準設計基板

含まれる参照基準設計基板は評価目的を意図されています。全ての信号が検査点として利用可能です。これは自信の応用とｿﾌﾄｳｪ
ｱを評価するための可能性を提供します。

IBS単位部や参照基準設計の書き込みはJTAGICE mkⅡのような標準Atmel® AVR®ﾂｰﾙとﾐﾆISPｺﾈｸﾀ経由で行うことができます。

3. GUIｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ
GUI1ｿﾌﾄｳｪｱのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ後、図3-1.で示されるようにﾌｫﾙﾀﾞとﾌｧｲﾙを見つけることができます。

この実演部GUIの以前版があなたのｼｽﾃﾑにｲﾝｽﾄｰﾙされていないことを確実にしてください。”se 
tup.exe”をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしたなら、図3-2.で示されるｳｨﾝﾄﾞｳが画面に現れます。

図3-1. Atmel ATmega64HVE2
 -EK1評価ｷｯﾄGUIｿﾌﾄ
 ｳｪｱのﾌｫﾙﾀﾞとﾌｧｲﾙ

図3-2. ｲﾝﾄｰﾙ処理の開始ｳｨﾝﾄﾞｳ
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”Next(次へ)”釦をｸﾘｯｸすると同時に図3-3.で示されるｳｨﾝﾄﾞｳが続いて画面に現れます。図3-3.での最終画面が現れるまでｲﾝｽﾄｰﾙ
の進捗が表示されます。

図3-3. ｲﾝｽﾄｰﾙ処理中に表示されるｳｨﾝﾄﾞｳ

ｲﾝｽﾄｰﾙが完了したなら、単純に”Finish(終了)”釦をｸﾘｯｸしてください。USBを駆動するのに特別なﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされる必要はあ
りません。図3-4.で示されるようにその後に新しい群が”Start(ｽﾀｰﾄ)”ﾒﾆｭｰに現れます。

図3-4. Atmel ATmega64HVE2-EK1評価ｷｯﾄGUIｿﾌﾄｳｪｱ用ｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰ群
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LIN主装置単位部のLCD表示器は更に瞬間的に測定した値を監視しま
す(図4-2.をご覧ください)。

4. GUI
一旦前で記述されたように基板と電源が接続されてGUIがｲﾝｽﾄｰﾙされたなら、GUIを開始するために”Start(ｽﾀｰﾄ)”ﾒﾆｭｰでAtmel® 
ATMEGA64HVE2ｼﾝﾎﾞﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。GUIは直ちにIBS単位部からのﾃﾞｰﾀ受け取りを開始します(図4-1.)。

以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀが備えられます。

● 充電池電圧
● 充電池電流
● Atmel ATmega64HVE2温度
● IBS単位部温度

図4-1. 表示された電圧と電流の測定対経過時間を持つGUIの主ｳｨﾝﾄﾞｳ

図4-2. LIN主装置単位部のLCD表示器での瞬間測定値
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Atmel ATmega64HVE2-EK1 GUIの主ｳｨﾝﾄﾞｳは経過時間に対して測定した電圧と電流の値を表示するための2つの作図から成り、
更に、電圧と電流に加えて内部と外部の温度も示されます。測定した電圧がIBS単位部供給電圧(Vs)である間、電流値はVsに対す
る分流抵抗器経由で負荷が接続されない限り、0近くに留まります。ICの内部温度感知器に加えて、IBS単位部で外部感知器(ｻｰﾐｽ
ﾀ)が含まれます。一般的にIC電力消費のため、内部温度値は外部温度よりも僅かに高くなります。

電圧と電流の測定は”Autorange(自動範囲)”または値がその範囲内であることが予測される場合の固定範囲のどちらかに設定する
ことができます。通常の動作形態は”Acquire(取得)”ですが、Mode(動作形態)選択部で”Stop(停止)”を選ぶことによって測定は何時
でも一時停止することができます。最後に、GUIは関連する(Export to Excel(Excelにｴｸｽﾎﾟｰﾄ))釦をｸﾘｯｸして望む任意選択を選ぶこ
とによって電圧や電流の値をMS Excelにｴｸｽﾎﾟｰﾄすることも許します。図4-3.はﾃﾞｰﾀのｴｸｽﾎﾟｰﾄがどう働くかを示します。

図4-3. MS Excelへの電圧や電流の測定値ｴｸｽﾎﾟｰﾄ

4.1. GUI停止

“Stop and Close(停止して閉じる)”釦を使って常にGUIを停止することを確実にしてください。この釦を使わないと、USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに
正しく閉じることを失敗させて異常ﾒｯｾｰｼﾞを生じるかもしれません。
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5. IBS単位部と参照基準設計の基板資料

図5-1. IBS単位部の回路図
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図5-2. IBS単位部のPCB設計、表面 (表面視)

図5-3. IBS単位部のPCB設計、中間層1 (表面視)
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図5-4. IBS単位部のPCB設計、中間層2 (表面視)

図5-5. IBS単位部のPCB設計、裏面 (表面視)
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表5-1. IBS単位部部品表

指示子 説明値 配置ﾊﾟﾀｰﾝ

U1 ATmega64HVE 8ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ QFN48

D1 BAT42WS-V Vishay ｼｯﾄｷｰ ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ SOD323

C15 220pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C1,17 470pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C16 1000pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C18 2200pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C5,13 8200pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C7,8 0.01µF X7R 50V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、即ち、AVX 06035C103K4Z2A 1608L

C6,14 0.033µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C4,9,19,20,21,22,23,24 0.1µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C3 1µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C11 10µF X7R 50V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、即ち、TDK C3225X7S1H106M/SOFT 3225L

C12 10µF 有極ｺﾝﾃﾞﾝｻ (10V、電解/ﾀﾝﾀﾙ) 3216L

Shunt WSBS8518L1000JK Vishay蓄電池分流器、http://www.vishay.com/docs/30134/wsbs8518.pdf -

R11 0Ω(未実装) 50V 抵抗器 1005L

R8,10 0Ω 50V 抵抗器 1005L

R5,6 1kΩ 50V 抵抗器 1005L

R1,2,4 10kΩ 50V 抵抗器 1005L

R7 47kΩ 50V 抵抗器 1005L

RT1 10kΩ NTCｻｰﾐｽﾀ、Epcos B57471V2103J62 2012N

P1 ISP Samtec FTSH-103-01-L-DV -

P2 LIN ｺﾈｸﾀ ﾊﾟｯﾄﾞ -

P3 VBAT ｺﾈｸﾀ ﾊﾟｯﾄﾞ -

P4 GND ｺﾈｸﾀ ﾊﾟｯﾄﾞ -

P5 S- Shuntへのｺﾈｸﾀ ﾊﾟｯﾄﾞ -

P6 S+ Shuntへのｺﾈｸﾀ ﾊﾟｯﾄﾞ -
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図5-6. 参照基準設計の回路図
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図5-7. 参照基準設計のPCB設計、表面 (表面視)

図5-8. 参照基準設計のPCB設計、中間層1 (表面視)

(訳注) 原書に於いて図5-8.は誤って図5-3. のIBS単位部の図になっています。
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図5-9. 参照基準設計のPCB設計、中間層2 (表面視)

図5-10. 参照基準設計のPCB設計、裏面 (表面視)
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表5-2. 参照基準設計部品表

指示子 説明値 配置ﾊﾟﾀｰﾝ

U1 ATmega64HVE 8ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ QFN48

D1 BAT42WS-V Vishay ｼｯﾄｷｰ ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ SOD323

C15 220pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C1,17 470pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C2 1000pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C16 1000pF (未実装) X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C18 2200pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C5,13 8200pF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C7,8 0.01µF X7R 50V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、即ち、AVX 06035C103K4Z2A 1608L

C6,14 0.033µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C4,9,19,20,21,22,23,24 0.1µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1005L

C3 1µF X7R 10V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 1608L

C11 10µF X7R 50V ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、即ち、TDK C3225X7S1H106M/SOFT 3225L

C12 10µF 有極ｺﾝﾃﾞﾝｻ (10V、電解/ﾀﾝﾀﾙ) 3216L

R8,10 0Ω 50V 抵抗器 1005L

R5,6 1kΩ 50V 抵抗器 1005L

R1,2,3,9 10kΩ 50V 抵抗器 1005L

R4 10kΩ(未実装) 50V 抵抗器 1005L

R7 47kΩ 50V 抵抗器 1005L

RT1 10kΩ NTCｻｰﾐｽﾀ、Epcos B57471V2103J62 2012N

P1 ISP Samtec FTSH-103-01-L-DV -

P2 LIN 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P3 VBAT 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P4 GND 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P5,6 Shunt 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P7 EN 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P8 TXD 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ 1005L

P9 SP_MODE 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ 1005L

P10 WD_OSC 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ 1005L

P11 RESET 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ 2012N

P12 PB5 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P13 NTRIG 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P14 PB4 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P15 RXD 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P16 MODE 縁接続ﾊﾟｯﾄﾞ -

P17 DIV_ON 検査ﾊﾟｯﾄﾞ -

6. 改訂履歴
本章で参照される以下の頁番号は本資料ではなく、言及された特定改訂を参照することに注意してください。

改訂番号 履歴

9283B-AVR-10/12
・ 4頁に「2.1. 接地接続」項を追加
・ 4頁に「2.3. 校正」項を追加

・ 4頁に「2.1. 電源ON手順」項を追加9283C-AVR-05/13
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